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論文のタイトルは“Clinical significance of fibroblast growth factor(FGF) 
expression in colorectal cancer”である。 
【目的】FGFは近年 tumor formation における過剰増殖や angiogenesis に 
強く関与しているといわれる。今回著者らは大腸癌症例において FGFの臨床
的意義を検討した。 
【対象・方法】大腸癌症例 92例と非癌症例 31例を対象に ELISA法にて血清
bFGF値を測定すると共に臨床病理的因子との関係を検討、更に免疫組織学的
染色を行い、その発言と血清 bFGF値との関係を検討した。 
【結果】大腸癌症例血清 bFGF 値は 8.16±2.57pg/ml、非癌症例 7.69±
1.72pg/ml であった。臨床病理学的因子のうち、stage、腫瘍径とリンパ管侵
襲で有意差を認めた。免疫組織学的染色では染色陽性例は 40 例、陰性 11 例
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